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農家と学生による「元気創造」プロジェクト

大東大が鳩山大豆の栽培・商品開発へ

犯罪や非行をなくし、立ち直りを支える地域へ

第65回 社会を明るくする運動

ニュータウンふくしプラザで住民が交流

七夕＆オープンカフェを開催 24組の出演者が熱意あるステージを披露

第20回「だれでもチャレンジステージ」
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子ども大学はとやま第２回講義

空気や光を使った製作体験学習

　７月４日と５日の２日間、鳩山ニュータウン内に
あるニュータウンふくしプラザで「七夕＆オープン
カフェ　15,000 人 夢のかけ橋」が開催され、延べ
547 人が来場しました。
　住民同士がお互いに手を取り合うまちにしたい、
との願いが込められたこのイベントは今年で３回
目。ボランティアの皆さんの手によって、町民の夢
や願いが書かれた短冊1,322枚で飾られた会場では、
振る舞われたハーブ茶などを囲んで、来場者同士が
談笑したり、久しぶりの再会に喜び合う場面のほか、
ミニコンサートを楽しむ姿が見られました。

　６月 21 日、町文化会館で「第 20 回だれでもチャ
レンジステージ」が行われ、音楽や健康増進などを
目的に活動している 24 団体（個人含む）の方たちが、
日ごろの練習の成果を披露しました。
　会場では、ダンスや合唱、楽器演奏、伝統芸能な
ど、出演者が精一杯の演技を披露すると、大きな拍
手に包まれていました。参加者からは、「毎年楽し
みに来ている」「出演者の努力が伝わってきた」な
どといった声が上がっていました。

　６月 25 日、叙勲伝達式が役場町長室で行われ、
吉田 幸夫さん（享年 81 歳・松ヶ丘）が旭日単光章
を受章されました。
　吉田さんは昭和 62 年６月に鳩山町議会議員に当
選して以降、町議会福祉文教常任委員会委員長など
も歴任し、延べ 14 年３カ月にわたり、町政の円滑
な運営と地方自治の発展に貢献されました。特に、
石今橋の改修、東京都国分寺市までの古代道探訪歴
史めぐり、鳩山芸術文化祭の開催、中学生の海外派
遣の推進、旧鳩丘小学校敷地内への学童保育所建設
などで多大なご尽力をいただきました。

　７月４日、山村学園短期大学で「子ども大学はと
やま」（町教育委員会・東京電機大学・山村学園短
期大学共催）第２回講義『目に見えないもので遊ぶ、
形のないものをかたちにする』が行われ、児童 31 名
が演習を通じて空気や光について学びました。
　この日の講義は２部構成。造形表現を専門とする
同短期大学の橋本夏夫教授が担当した前半は、目に
は見えない空気を大きな袋に詰めて、巨大風船を製
作しました。後半は、身体表現を専門とする鴨志田
加奈講師の指導の下、ペンライトとカメラを使い、
肉眼上では形のない光の動きを写真にしました。

　大東文化大学は、県が実施する平成 27 年度中山
間地域ふるさと事業調査研究事業（中山間「ふるさ
と支援隊」）の採択を受け、鳩山大豆の栽培・加工・
広報による「元気創造」プロジェクトを今年度から
実施します。
　この事業の一環として、７月４日、熊井地内の圃

ほ

場
じょう

で、同大学国際関係学部の研究班「大豆のアジア
学」の学生８名が、高野倉の花ノ木営農組合の方々
から指導を受け、大豆の種まきを体験しました。小
雨の降る中、学生らは、慣れない鍬

く わ

での作業などに

　７月１日、「第 65 回社会を明るくする運動」の出
発式が町役場で行われ、鈴木伸保護司から小峰孝雄
町長へ内閣総理大臣のメッセージが手渡されました。
また、式では町内の保護司や更生保護女性会の皆さ
んが、今後も継続して活動を続けていこうと決意を
新たにしました。
　運動では、みんなで力を合わせて犯罪や非行のな
い地域社会を築こうと、広報車で呼びかけを行った
ほか、各小・中学校を訪問し、児童・生徒を対象と
した「社会を明るくする運動作文コンテスト」への
協力を依頼しました。

苦労しながらも、500㎡ほどの畑に３種類の大豆を
まき終えました。また、作業後、学生らは、特産品
販売施設「鳩豆工房旬の花」（熊井地内）で「鳩豆
うどん」を味わいました。
　関係者は、このプロジェクトを通じて、学生の農
業インターシップや農業体験活性化への契機、枝豆
を使った試作品づくり、負担の少ない新しい大豆栽
培モデルの確立など、鳩山大豆の更なる発展や、後
継者不足に悩む鳩山町の農業の維持・活性化につな
げたいと考えています。
　なお、学生らは今後、害虫駆除作業や除草作業、
大豆の刈り取り・乾燥作業、脱穀・選別作業を経験
しながら、収穫する大豆を使い、加工作業や商品開
発に取り組む予定です。
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